
 
 
2021 年 9 ⽉ 15 ⽇開催「AOYUZU-Salon de Digital-」
第 4 回の講演概要をご紹介します。 
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モデレーター： 
出光興産株式会社 執⾏役員 CDO・CIO  
情報システム管掌 (兼)デジタル・DTK 推進部⻑ 
三枝 幸夫⽒ 
「⽇清⾷品グループが挑戦するデジタル推進の取り組
み」と題して、ローコードプラットフォームを活⽤し
たシステム開発内製化の動き等について紹介いただい
た。 
 
【概要】 
① ⽇清⾷品におけるデジタル化推進 
「NBX:NISSIN Business Transformation」を掲げ、
社内の様々なところでデジタルを活⽤し、ビジネスモ
デル⾃体の変⾰と、効率化による労働⽣産性の向上の
両⽅を⽬指している。デジタル化施策は、安藤徳隆 
代表取締役副社⻑の⾮常に強いリーダーシップによっ
て推進されており、「デジタルを武装せよ」というキ
ャッチフレーズのもと、脱・紙⽂化元年(2019)、エブ
リデイテレワーク(2020)、ルーチンワークの 50%減
(2023)、完全無⼈ラインの成⽴(2025)といったマイル
ストーンを掲げている。 
 
②レガシーシステムの刷新 
このプロジェクトを始める際には、基幹システム 3、
周辺システムは 180あったが、業務上必要性の低いシ
ステムは廃⽌・廃棄し、数年でシステムを集約・約 8
割削減に成功。効率的な保守運⽤を実現した。 
「やめたらいいのに」をキーワードに、システム⼀覧
の整備、システムの分別、⽉次定例での進捗の可視化
といった取り組みを⾏い、妥協せずにスリム化してい
った。 
主な成果として、コスト削減、残業時間の削減、有給
休暇取得率の向上などがあり、この取り組みがあった

からこそ、現在様々なデジタル化の施策を進める
ことができている。 
 
③システム開発の「内製化」 
kintone に CUSTOMINEを組み合わせローコード
ツールとしたものと、PowerApps というプログラ
ミングを必要としないプラットフォームを使い、
外部の SIer に技術⽀援をしてもらいながら、シス
テム開発を⾃社内で⾏うようになった。 
在宅勤務により早急なペーパーレス化が求められ
たことがきっかけで kintone の活⽤を開始。シス
テム選定時には、レスポンスを含めたユーザビリ
ティの⾼さ、モバイルでの利⽤に適しているこ
と、クラウドネイティブなサービスであること、
⾃社メンバーのみによるシステム開発が可能であ
ることを重視した。現場での適⽤業務例として
は、決裁書や押印申請書、監査証跡⽂書などがデ
ジタル化された。 
また、PowerApps では、主に営業担当者が利⽤す
る、製品情報の詳細を参照するアプリを開発し
た。アプリ開発に要した時間は 25時間程度と、か
なり短時間で開発できた。Microsoft 365 の製品群
との親和性が⾼くシームレスに連携できるとこ
ろ、現⾏のMicrosoft 365 の契約の範囲で利⽤で
き、追加コストが不要であったこと、機能拡張が
短いサイクルで⾏われていることが PowerApps選
定の決め⼿となった。UI/UX にもこだわり、でき
るだけシンプルに使いやすくしたことなどから、
ベータ版を公開した際に、営業部⾨から早く使い
たいという声があがったほどであった。 
社員同⼠がクイックにコミュニケーションをとれ
るようなアプリのリリースも予定している。 
今後も、こうしたものを活⽤して、PC を使わなく
ても業務が遂⾏できる環境を⽬指し、製造、販
売、在庫、BCP対策といった様々な場⾯で「モバ
イルファースト」を実現しようとしている。 
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